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曹 ｢ドデチールアルコ-ル硫酸エステルナ TJ)サム｣ ｢フロール7---ルアセ下7-ノン｣ ｢フチ










便宜上 5時間後､ 釦 24時間後の結果のみについて 芸雷撃 芸芸 賢 認 諾 ×100% として年対数
｢グラフ｣上に表はすと弟 1図の如 くなる｡ 横軸は薬物の稀釈倍数､縦軸は%を表はすO-定の限っ
た時間に就てのみ見てゐるのであるから､ 温度の動括､ 読みの誤差等の馬に其の値は決して正確では
ないが､大体の傾向はうかが-る｡2-3時間しか経過を見なかった石茨酸､昇謙､｢1)メ-ル｣､｢1)
}{ノ-ル｣､硫酸､苛性曹達等は略す｡本図表について見るに ｢ウス-ン酸｣ ｢ツベルフラビン｣ ｢ク
7,-ルチクロ-キシールレゾルシン｣ ｢1.イソア ミール､ 2.4.ヂオキン､3.クロール､5.メチ -ルベ
ンゾール｣等が低濃度でよく酸素滑費を減少せしめ､ ｢クロールチクロ-キシールレゾルシン｣｢乍
77ランチン｣ ｢･-.シ トン｣重曹 ｢ミク｡フイ1)ン･#｣等は或 る濃度では増加してゐる○ 又 ｢ス711/








当強力な ｢ドヂチ-7t,アルコ-ル硫酸エステルナ ト1)ウム｣は 20,000倍 ｢モノクロ-ルべ-タオルチ
ルアルデヒド｣は8,000倍にすぎぬO更に本実験では掻肩身な ｢オル ト.ア ミノフユノール｣は512,000倍
｢ス7.レプ トマイシン｣は640,000-128,000倍である｡以上の如 く､両者共強力なもの､或は易易いもの






薬物を生理的食塩水 2ccに倍数嘩釈し､ 青山B棟の浮潜液 (2mg/1cc)の1滴づ 滴ゝ下して24時
間､37oCに放置後､其の1白金耳づ i､岡､片倉培地に移植し､6週後判定した結具は策1表の通 り




ルべ-タ オルチルアルデヒド｣､ ｢ドヂチールアルコール硫酸エステルナ ナ1)ウム｣ は8,000倍で あ
る.呼吸実験で比較的射かった ｢バラア ミノサ 1)チ-ル酸｣､ ｢ロヂン酸｣､｢ス下レプ トマイシン｣




されるのではないかと考- られる｡侍 ｢クロ-ルチク72-キシ-ルレゾルシン｣の殺菌力は 32,000倍
以上であり､ 志保田の培養実験でも 32,000倍となってゐる｡ 郎 24時間 後の殺菌力が 4週間後の
嘩キルヒナー増地中に於ける発育阻止カと等しいか､ 或は其以上と云ふことになるが､之は次の実験で
甲となったo卸 10%血清加キルヒナ-堵地と食塩水で菌浮･#液を作 り､之に対す る ｢クロ-ルチクTl
-キシールレゾルシン｣ の作用を呼吸実験で観察するに､キルヒナー培地で握呼吸を高めてゐるに反
し､食塩水では著明に減少してゐる (第3図参照)｡ 叉､ ｢クロールチクロ-キシールレゾルシン｣
の殺菌試験を10%血清加キルヒナー培地中で行ふと 2,000倍以下となってゐる｡餌 ｢メヂウム｣の相
蓮によることが判明した｡ 又 ｢クp-ルチク7,-キシ-ルレゾルシン｣｢1.イソア ミール､2.4.ヂオ
キン､3.クp-ル､5.メチ-ルベンヅ-ル｣を50mgの菌畳を用ひ､食塩水中で行った呼吸実験終了後
其の菌液を前と同様に 岡､片倉培地-移植した結果は第2図の如 く､酸素滑費を抑制する痩度と､殺






本葉験に於ては菌浮薄液を食塩水､ ソ- トン増地､ ｢グ1)セ t)y ブイヨン｣ 培地､ 10%血清加
キルヒナー培地で作 り､各々に同｣濃度の薬物を加へて ｢メヂウム｣による差違を検討した｡ 菌量は
何れ も20mg,薬物濃度は舞1図の成績により言直せ選んだ｡ 一般的に見て各棟の培地を用払る時は結核
菌の酸素滑費量は食塩水よりも多 く､ 殊に ｢グ 1)セl)ンブイヨン｣､キルヒナ-培地で 此の傾向が張
いQ薬物の影響に裁ては､ ｢メヂサム｣による差が著明なものがあることが明となった. 殊に薬物を
加-た直後の30分間に於て著 しい｡例-ぼ ｢サム.=ン酸ナ 下1)ウム｣は ｢グl)セ1)ンブイヨン｣では
酸素拘費量が食塩水より高まるのにソ- トン培地では減少し､｢ロヂン酸ナ TJ)サム｣では食塩水が増
加し､キルヒナ-培地では著明に王威少す｡石茨酸ではキルヒナ-､食塩水､｢グ リセl)ンブイヨン｣が
増加すo ｢オル 下ア ミノフェノール｣ではキルヒナ-が多少減少するが､食塩水､｢グ 1セ 1)ンブイヨ
ン｣'､ ソー トンが著明に減少する｡ ｢プロ下ミン｣は始めソ-トンのみが減少するが､ 1時間後には
食塩水､各培地共､同程度に減少する. ｢ス 7'レプ トマイシン｣ではキルヒナ～が増.加し､ソ- トンが
城少すム ｢パラア ミノサ .)チ-ル酸｣-はあまり差がないQ 其後の経過は初め槍加しても次第に減少す
るもの､ 埠加したま iで経過するもめ､ 或は初め著明に減少するが其後はあまり減少しないで経過す
るもの､或は徐々に減少するもの等､｢メヂサム｣により非常な差がある｡24時間後の結果のみについ
て%1実験 と同様に 粍 許 諾 諾 ×100%として図表に表怯すと､策3図の如 は る｡重
体的に見て､キルヒナー培地では食塩水中より酸素滑費減少度が勇者いものが多い｡ ｢ス1レプ トマイ
シソ｣､ 殊に ｢クp-ルチクロ-キシールレゾルシン｣ではキルヒナー培地の方が対照より高まって
ゐる｡ ｢オル トア ミノフエノ-ル｣は食塩水中よりキルt:ナー増地中では減少度が少いo ｢プT2トミ
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〝如ぞ 5礼芯化 的 C･拓- 泌 - KL4CR-
(其3)肺結核の草生と進展に陶する研究
肺結核 の進展様式 (その-)
森 厚
第 1編 ｢ツベルクリン｣陽轄後の期間と各病型頻度o
肺結核の進展様式を明にする事がいかに重要且困難であるかは､ 古 くから病理学者や臨床家の幾多
研究があり､しかも未だ解決済みに至ってゐない事でも知 り得よう｡
我}{は従乗の欠点であった経験による主観の混入を避け､且多数例による統計的検索を基として､
まづ田島は内藤の担当した第21回日本結核病学会総会特別講演 ｢肺結核の病期と病型との関聯性に就
て｣の研究の一部を､｢肺結核の初感染及再感染に関する研究｣として発表したが､私は初及再感染時
勧発病型から爾後いかに進展してゆくかとVTふ主題を分担し､ 多数例に就てその後の成績をも補う童し
て検討した結果を報告したいd
本編では最初に ｢ツ｣陽樽に伴ふ初発病型よりの進展方向を窮払たいo
病理分塀は本研究を通 じて､拘部Ⅹ線像のみによる内藤の変改を用ひたO
検査対象は市内某高女生と;某結核病院看辞婦o
